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財部中学校
老朽化した管理教室棟 (昭和
43年建設)と普通教室棟 (昭
和 44年建設)を改築します。
事業費は 3億 7,487万 7千
円の 2ヶ年事業です。

3月定例会は,2月 25日に開会し,3月 30日に閉会しました。

定例会では,平成23年度当初予算や平成22年度予算の補正に

関するもの,また曽於市メセナ住吉交流センターの設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例など議案23件,報告

3件,東北地方太平洋沖地震 (東日本大震災)に関する決議の

他,発議などを審議・議決しました。

奏

"・

一
ヽ
　

・．

ヾヾ 手ヽまヾ 三二1曇=~

曽於議会だより No24 H23年 5月発行 2)



鮨　
当
初
予
算
　
蝠

（賛
成
多
数
　
可
決
）

本
年
度

の

一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
平
成

２２

年
度
当
初
予
算

に
対
し

て
、

１１
億
８
８
０
０
万

円
、

５
．
７
％
増

の
２
１
９

億
４
７
０
０
万
円
で
す
。

歳
入
で
市
税
は
、
景
気

低
迷

に
よ
る
給
与
所
得

等

の
減
収
見
込
み
と
固

定
資
産
税
、
市
た
ば
こ

税

の
増
収
見
込

み
に
よ

り
０
・
１
％
増

の
２８
億
４
１

３
０
万
８
千
円
。
地
方

交
付
税

（普
通
交
付
税
）

は
ヽ
‐
・
８
％
増
の
８４
億
円
。

国
庫
支
出
金
は
、
安

心

・
安
全
な
学
校
づ
く
り

交
付
金
に
よ
り
１０

。
７
％

増

の
２３
億
６
０
５
０
万

８
千
円
、
県
支
出
金
は
、

強

い
農
業
づ
く
り
交
付

金
の
減
額
に
よ
り
、
１０

。

５
％
減

の
１８
億
１
２
３

２
万
１
千
円
を
計
上
。

繰
入
金
は
、
公
営
住

宅
建
設
事
業
等

に
充
当

す

る
た
め

の
、
ふ
る
里

開
発
基
金
繰
入
金

の
増

額

に
よ
り
、

１６

・
３
％

増

の
５
億
３
８
６
９
万

４
千
円
を
計
上
。
市
債

に

つ
い
て
は
、
農
産
加

工
研
修

セ
ン
タ
ー
、
消

防

セ
ン
タ
ー
、
健
康
増

進
施
設
の
各
整
備
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
造
成

事
業
及
び
、
臨
時
財
政

対
策
債
に
よ
り
、
２２

・
４

％
増

の
３９
億
５
２
４
０

万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

歳
出

で
は
、
人
件
費

が
職
員
数

の
減
等

に
よ

り
付
％
減
の
３３
億
６
３

０
４
万
６
千
円
、
物
件

費
は
“
％
増
の
２５
億
６

９
４
０
万
１
千
円
。
維

持
補
修
費
は
、
１３

・
２
％

増

の
２
億
１
１
７
２
万

１
千
円
、
扶
助
費
は
８
．
４
％

増

の
３５
億
３
７
７
５
万

９
千
円
、
補
助
費
等
は
、

３
．
４
％
減

の
２４
億
３
２
０

万
１
千
円
、
公
債
費
は

３
．
０
％
減

の
３０
億
３
０
４

７
万
７
千
円
、
積
立
金

は
、
山
中
貞
則
顕
彰
記

念
事
業
基
金
積
立
金
等

に
よ
り
、

７
．
９
％
増

の
６

億
４
３
０
１
万
５
千
円
、

繰
出
金
は
Ｍ
％
増
の
１７

億
５
４
１
万
７
千
円
。

ま
た
、
普
通
建
設
事
業

費
は
、
健
康
増
進
施
設

整
備
事
業
、
農
産
加
工
研

修
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
、
地

域
振
興
住
宅
建
設
事
業
、

消
防
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
、
及
び
財
部
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
等

に
よ

り

２５

・
８
％
増

の
４４
億

３
６
０
８
万
６
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

インターネットで本会議のライブ中継・

録画映像を視聴できます (P20参照)
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前年対比 5.7%(11億85800万円シの増
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市民の健康増進と福祉の向上を目的としています。

健康増進事業

79934万4T円
早期発見・早期治療のために

肺がんC丁検診導入。

1億99228万9千円

肺がんC丁検診風景

曽於市消防センター建設

3億59000万円
市民の生命と財産を守る消防センター

地域振興住宅建設事1業

1億39663万円
人□増カロや定住の促進を図ります。

大隅晨産カロエ研修センター整備事業

2億4,448万 1T円
農産物の力0工や各種研修会を通じ地区の活性化

を図ります。

現在の末吉老人福祉センター

地域グループによるみそ作り

地域振興住宅
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平成23年度一般会計 219億4,700万円はこのように使われます
☆市民サービスのために 29億6,499万 1千円

議会費  2億288016千 円
総務費 27億3.618万 5f円

☆豊かなくらしのために 26億91711万5千円

労働費   1425万 1+円
農林水産業費 24艘219万0千円
商工費  2億 .67万 4千円

☆文化と教養のために  20億 730万 1千円

☆備えのために(予備費)  3,00010f円

水道事業会計

項目 23年度 22年度 前年比

収益的収入 5億4,590万3千円 5億4,560万 1千円 0.10/0

収益的支出 5億1,151万 8千円 5億2,604万 7千円 △2.80/0

資本的収入 1億 1,800万 0千円 1  6,400万0千円 84.40/0

資本的支出 3億9,280万 9千円 3億2,768万 8千円 19.90/0

☆生きがいと健康のために 74詔 .40750f円
民生費 

“

億3,480万 2千円

衛生費 14億 926万8f円

☆くらしと安全のために

土木費

消防費

災害復旧費

☆返済のために(公債費)

34億70295万6千円

23億8,382万 3千円

10億 7,226万 6T―円

1,686万7千円

30億3,04′力′千円

【
　
特
別
会
計
　
】

膏
平
成
２３
年
度
曽
於
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

疾
病
予
防
費
で
特
定
健

診
と
が
ん
検
診
を
組
み
合

わ
せ
た
ミ
ニ
ド
ッ
ク
事
業

を
行
う
た
め
、
２
１
２
万

７
千
円
を
計
上
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
市
単
独
の
ミ

ニ
ド

ツ
ク
検
診
で
あ
り
、

自
己
負
担
額
は
男
性
７
千

円
、
女
性
６
千
円
で
す
。

☆
平
成
２３
年
度
曽
於
市
後
期
高

置

目

雷

（賛
成
多
数
　
可
決
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

広
域
連
合
の
積
算
に
基
く

保
険
料
（保
険
料
率
据
置
）

及
び
連
合
会
納
付
金
が
主

で
あ
り
、
被
保
険
者
数
は

８
，
３
４
１
人
で
す
。

貴
平
成
２３
年
度
曽
於
市
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

独
居
高
齢
者
等

の
要

援
護
者
支
援
と
し
て
携
帯

電
話

・
パ
ソ
コ
ン
等
で
も

安
否
確
認
が
で
き
る
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
本
年
度

か
ら
新
し
く
導
入
す
る
た

め
、
予
算
６
０
４
万
４
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
平
成
２３
年
度
曹
於
市
生
活
排

水
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

（全
会

一
致
　
可
決
）

本
年
度
は
５
人
槽
４０
基

・

７
人
槽
９
基
・１０
人
槽
１
基
、

計
５０
基
の
設
置
計
画
で
す
。

ち
な
み
に
平
成
１４
年
度

か
ら
平
成
２２
年
ま
で
の
設

置
数
は
６
７
８
基
で
す
。

会計名 23年度 22年度 (当初予算) 前年対比 被保険者数

一 般 会 計 219億4,700万0千円 207億5,900万 0千円 5.7%|

特

別

〈
不

計

国 民 健 康 保 険 60億6,520万 0千円 60億9,804万 3干円 △0.5% 13,548人

老 人 保 健 0千円 162万6千円

後期高齢 者医療 4億7,539万 8千円
1  4億 9,170万 2千円 △3.3% 8,341人

介 護 保 険 46億3,378万 8千円 1 43億7,945万 0千円 5.80/0 13,830人

公共下水道事業 3億9,702万 8千円 1  3億
8,515万 8千円 3.1%

生活排水処理事業 8,451万 1千円 1億 1,826万 3千円 △28.5%

⑤ 曽於議会だより No.24 H23年 5月発行



☆
平
成
２３
年
度
曽
於
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

本
年
度
も
面
整
備
は
汚

水
枝
線
管
渠
の
詳
細
設
計

と
工
事
を
実
施
、
受
益
地

区
で
の
下
水
道

へ
の
接
続

を
行
う
予
定
。
加
入
率
の

向
上
が
肝
要
で
あ
る
。

食
平
成
２３
年
度
曽
於
市
水

道
事
業
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

収
益
的
収
入
に
つ
い
て

は
、
営
業
収
益
と
営
業
外

収
益
が
主
な
も
の
で
す
。

ま
た
収
益
的
支
出
に
つ
い

て
は
、
営
業
費
用
と
営
業

外
費
用
が
主
な
も
の
で
す
。

ま
た
資
本
的
支
出
に
つ

い
て
は
、
建
設
改
良
費
と

企
業
債
償
還
金
で
す
。

な
お
本
年
度
４
月
よ
り
新

料
金
で
の
供
用
開
始
で
す
。

四
　

補

正

予

算

　

寵

☆
平
成
２２
年
度
曽
於
市
一般

会
計
補
正
予
算
（第
１１
号
）

（全
会

一
致
　
可
決
）

予
算
審
議
に
お
い
て
の
質

疑
状
況

財
産
処
分
に
つ
い
て

○
市
の
未
利
用
地
に
つ
い
て

売
れ
る
と
こ
ろ
は
民
間
活

用
も
含
め
て
処
分
し
、
収

入
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

曽
於
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
改
修
計
画
は

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業
費
４
０
０
０
万
円

は
焼
却
炉
を
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
と

の
理
由

で
、
す
べ
て
２３
年
度
に
繰

越
し
を
提
案
。

事
業
計
画
が
甘
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
意
見
あ
り
。

末
吉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
空

調
工
事
は

○
空
調
工
事
費
５
８
９
５

万
円
は
室
外
機
設
置
場
所

の
地
盤
沈
下
の
た
め
、
２４

年
度
以
降
に
再
度
検
討
す

る
と
の
説
明
に
、
必
要
性
が

あ
る
の
な
ら
２３
年
度
事
業

で
す
べ
き
と
の
意
見
あ
り
。

財
部
道
の
駅
き
ら
ら
館
改

修
工
事
に
お
い
て

○
財
部
道
の
駅
き
ら
ら
館

改
修
工
事
に
お
い
て
予
算

流
用
が
あ
り
、
議
会
に
報

告
す
べ
き
と
の
声
あ
り
。

ま
た
、
駐
車
場
取
得
に

つ
い
て
も
地
主
と
合
意
が

で
き
な
か
っ
た
と
の
予
算

減
額
で
あ
る
が
、
当
局
の

予
算
提
案
に
つ
い
て
厳
し

い
意
見
あ
り
。

日

条

　

例

】

○
曽
於
市
災
害
対
策
援
護
資
金

貸
付
条
例
改
正
を
可
決

（全
会

一
致
）

災
害
に
よ
る
被
害
復
旧

の
為
の
資
金
貸
付
限
度
額

を
２０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

に
引
き
上
げ
、
償
還
期
間
を

５
年
か
ら
１０
年
に
改
正
。

借
入
れ
に
際
し
て
の
連

帯
保
証
人
は
不
必
要
。

○
曽
於
市
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ

ン
タ
ー
入
浴
料
改
正
を
可
決

（全
会

一
致
）

７５
歳
以
上
の
市
内
居
住

者
及
び
身
体
障
害
者
手
帳

等
所
持
者
に
つ
い
て
は
入

浴
料
を
３
０
０
円
か
ら
２

０
０
円
に
、
１
日
入
浴
料

５

０

０
円

を

３

０

０
円

に

値
下
げ
。

東北地方太平洋沖地震に関する株議
平成 23年 3月 11日 に発生した国内観漬1史上最大のマグニチコ_一 ド9.0の巨大地震「東北地方太平洋

沖地震」は,東北・関東地方を中心に広い範囲で,地震,津波等により,多数の死17J者や行方不明者を
もたらした□また,産業や道路・鉄道などの交通,電力.水道・通信等のライフラインなど,住民生活
に壊減的な打撃を与え.時間の経過とともに,被害の状況は拡大している[
さらに,東京電力福島原子力発電所においても,その施設が甚大な被害を受け,住民の被曝も確認さ
れており.広範囲にわたり周辺住民は避難を余儀なくされている。現在も今回の地震による被害の全容
は明らかになっておらず。まさに未曾有の大災害であるこ

今日|の大震災で犠牲になられた方々やそのご遺族に対して,曽於市民とともに深く哀悼の意を表し.
被災者の方々に衷′亡、よりお見舞い申し上げ,被災地の一日も早い復興を願うものである。
本市においては,関係機関と連携して既に消防隊の派遣.義授金箱や支援物資受付窓日の設置.市営
住宅の受入れ等の支援に取り組んでいるが,曽於市議会としても被災地の早期復興を順い。今後の支援
対策にも全面的に協力していくものである。

なお,国においては,被災者救済及び被災地復旧のためのあらゆる措置を講じるとともに。今回の大
震災を踏まえ,防災l・I策について抜本的な見直しを行うよう強く求めるものである。
併せて,原子力発電所に関しては,今回の事故を教訓|と して,国において十分な安全が確保されるよ
う基準の見直しを講じるとともに,鹿児島県及び九州電力株式会社においては,徹底した情報公開のもと.
改めて川内原子力発電所の安全村策及び防災対策並びに住民の安心安全を確保されるよう強く要請する□

以上,決議する。

平成 23年 3月 30日

鹿児島県曽於市議会
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